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特集「ネットワークサービスと分散処理」の編集にあたって

寺西 裕一1,2,a)

インターネット上で提供される様々な「ネットワーク

サービス」は，生活に必要不可欠なものとなっています．

しかし，それらは進化を続けており，ネットワークサービ

スを構成する端末は，ワークステーションやパソコンか

ら，携帯電話，家電，クルマなどに広がり，データ量も拡

大の一途を遂げています．また，メールやWebといった

従来の通信にとどまらず，ソーシャルネットワーク，ビッ

グデータ，人工知能など「場」や「知」の提供も行われて

います．さらに，エッジコンピューティングといった新し

い提案も行われており，学術界が今後の発展を支えるため

には，領域横断的なテーマ，萌芽的なテーマについても議

論することが必要となります．具体的には，センサやアク

チュエータなどを用いた Internet of Things（IoT），個人

の嗜好や状況に応じて最適なコンテンツを提示・配信する

サービス，知識情報を共有するコラボレーション環境，プ

ライバシやセキュリティといった観点を含めたネットワー

クと社会の関係，従来考えられていなかった環境下での通

信など，ネットワークやコンピューティングの課題を明確

にするとともに，技術的・社会的な課題とその解決法を議

論することが必要となります．

本特集は，こうした将来のネットワークサービスを実現

するネットワーク基盤技術，サービス技術，アプリケー

ション技術，新世代のマルチメディア処理技術や分散処理

技術などに関する研究成果を取りまとめることで，当該分

野の研究開発の動向をとらえるとともに，同分野の研究開

発を促進することをねらいとして企画されました．特集号

編集委員会は，「マルチメディア通信と分散処理」研究会の

運営委員を中心に末記のとおり構成しました．特集号には

41編の論文が投稿され，4回にわたる編集委員会において

慎重な審議を経た上で，31編（うち招待論文 1編）の論文

が採択されました（採択率 73%）．

投稿された論文は，「ネットワークサービスと分散処理」

に関する幅広い分野にわたりました．最新のエッジコン

ピューティング動向に関する招待論文をはじめとし，採択
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された論文は，ネットワークアーキテクチャ，ミドルウェ

ア，セキュリティなど多岐にわたっており，いずれの論文

も将来のネットワークサービス実現に必要な課題に対する

解決策が議論されています．本特集が「ネットワークサー

ビスと分散処理」に関する研究分野の発展や研究コミュニ

ティの形成に貢献することができれば幸いです．最後に，

特集号の企画・編集，論文の査読・採択に尽力いただいた

幹事をはじめ編集委員会の皆様に厚く御礼申し上げます．
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